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半球間皮質連絡の解剖学的修復を GFP発現 Adeno-associated virus (GFP-AAV)による神
経解剖学的追跡法と Ex vivo diffusion tensor imaging (DTI)によって解析し、運動機能の
回復に貢献する新たなメカニズムを探索することを目的とした。 
 
 研究方法   
 ラットの中大脳動脈を 90 分間閉塞させ再灌流モデル(MCAO)を作成した。再灌流 2 時
間後に MSC 群には MSCs(1.0×106個/1ml)を、対象群には培養液 1ml を、それぞれ経静
脈的に投与した。MSC 移植後より、行動学的評価、T2強調画像の撮像を経時的に行った。
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 今回の研究では、DTI Tractography、Retrograde neurotracerによる神経解剖学的トレ
ーシング法、免疫組織学的解析、脳梁厚の測定によって、MCAO に対する MSC 移植が、
脳梗塞後に生ずる脳梁を介する大脳半球間連絡の損傷を保護することを明らかにした。先
行研究で報告されている、神経保護作用、BBB の安定化、損傷軸索再生、再有髄化、神経
可塑性の亢進などの治療効果メカニズムに加えて、本研究結果により、大脳半球間皮質連
絡の保護が MSC 移植による脳梗塞後の運動機能の回復に関与する可能性があると考えら
れた。 
 上記の結果を初めて明らかにした事は博士（医学）の学位論文としてふさわしいと判断
された。 
 
